
大学教授などが発表する中、
一生懸命に発表する高校生

市 

長

　牧
野
光
朗

笑顔になってもらいたい

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

日
本
に
お
い
て
乳
が
ん
は
、

患
者
数
、
死
亡
数
共
に
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
女
性
が
か
か

る
が
ん
の
１
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
全
て
の
が
ん
治

療
に
占
め
る
乳
が
ん
治
療
の
比

重
は
比
較
的
大
き
い
と
言
え
ま

す
。乳

が
ん
の
治
療
は
、
手
術
、

放
射
線
療
法
、
薬
物
療
法
（
内

分
泌
療
法
、
化
学
療
法
）
を
組

み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

手
術
は
、
乳
房
全
切
除
と
部

分
切
除
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し

ま
す
。
全
切
除
は
、
乳
頭
や
乳

輪
も
含
め
て
乳
房
を
全
て
切
除

す
る
手
術
で
す
。
対
し
て
部
分

切
除
は
、
腫
瘍
と
そ
の
周
囲
の

乳
房
を
部
分
的
に
切
除
し
て
、

残
り
の
乳
房
は
温
存
す
る
手
術

で
す
。
乳
頭
や
乳
輪
も
温
存
で

き
ま
す
が
、
術
後
に
放
射
線
療

法
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。
近
年
、

乳
房
全
切
除
と
同
時
に
人
工
乳

房
を
用
い
た
乳
房
再
建
手
術
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

内
分
泌
療
法
と
化
学
療
法
は
、

乳
が
ん
の
転
移
・
再
発
に
対
す

る
治
療
、
ま
た
は
転
移
・
再
発

を
予
防
す
る
全
身
治
療
と
い
う

位
置
付
け
で
行
わ
れ
ま
す
。
後

者
は
基
本
的
に
手
術
の
後
に
行

い
ま
す
が
、
手
術
の
前
に
行
っ

て
手
術
の
負
担
を
減
ら
す
と
い

う
治
療
も
あ
り
ま
す
。

内
分
泌
療
法
は
、
乳
が
ん
の

発
育
の
原
因
と
な
る
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
乳
が
ん
に
対
す
る
作
用

を
抑
え
る
治
療
で
す
。
比
較
的

副
作
用
の
少
な
い
治
療
で
す
。

化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
は
、

が
ん
細
胞
だ
け
で
な
く
正
常
細

胞
も
攻
撃
す
る
薬
を
使
用
し
ま

す
の
で
、
効
果
が
高
い
で
す
が

副
作
用
も
多
い
治
療
で
す
。
乳

が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
特

定
の
タ
ン
パ
ク
質
だ
け
を
限
定

し
て
攻
撃
す
る
、
比
較
的
副
作

用
の
少
な
い
「
分
子
標
的
薬
」

も
複
数
使
用
で
き
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
乳
が
ん
の
性
状

や
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ
せ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
た

標
準
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
標
準
治
療
は
年
々
進

歩
し
て
い
ま
す
。
治
療
に
つ
い

て
患
者
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
効
果
の
高

い
治
療
を
選
択
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
日
々
ま
い
進
し
て
い
ま

す
。

乳
が
ん
の
治
療

先月の 山田佳子 さん（鼎）からのリレー

な
か
む
ら

ふ
み
ひ
こ

中
村
史
彦
さ
ん
（
上
郷
）

そ
の
１７０

「
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
全
体
会
」
な
ら
で
は
の
発
表
風
景

　
お
か
げ
さ
ま
で「
学
輪
Ｉ
Ｉ

Ｄ
Ａ
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

年
々
広
が
り
を
見
せ
て
お

り
、昨
年
末
現
在
で
、５５
大

学
・
研
究
機
関
に
所
属
す
る

１
２
２
人
の
先
生
方
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。１
月

２６
日
〜
２７
日
に
開
催
さ
れ
た

毎
年
恒
例
の
全
体
会
に
お
い

て
も
、飯
田
に
関
係
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
、発
表
や

討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
特
に
、「
高
大
連
携
元
年
」

と
う
た
わ
れ
た
今
年
度
の

「
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
全
体
会
」な

ら
で
は
の
発
表
風
景
が
注
目

を
集
め
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
、飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫

高
校
原
動
機
部
の
「Eneｰ1 

G
P SU

ZU
KA

の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」の
発
表
で
し
た

が
、自
動
車
学
校
の
コ
ー
ス

を
借
用
し
て
試
験
走
行
を
繰

り
返
す
中
で
、一
か
ら
自
作

し
た
エ
コ
カ
ー
の
改
良
を
積

み
重
ね
、専
門
知
識
を
有
す

る
企
業
や
大
学
の
チ
ー
ム
を

相
手
に
全
国
大
会
で
優
勝
し

た
報
告
に
、会
場
中
が
大
い

に
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、今
年
初
め
て
採
用

さ
れ
た「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
」で
は
、計
１７
本
も
の
報
告

が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、大
声
で
発
表
す
る
大

学
教
授
や
外
国
の
研
究
員
に

挟
ま
れ
な
が
ら
、精
一
杯
の

声
を
振
り
絞
っ
て
が
ん
ば
る

高
校
生
の
姿
を
見
て
、こ
う

し
た
経
験
は
大
学
生
で
も
ま

ず
で
き
な
い
一
生
も
の
で

は
、と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
応
援
す
る
会
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
立
ち
上
げ
、
今
年
で

８
年
目
。
飯
田
下
伊
那
の
仲
間
に
向
け

て
の
も
の
だ
っ
た
が
、
当
初
か
ら
名
古

屋
や
関
東
圏
、
全
国
の
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
フ

ァ
ン
の
皆
さ
ん
も
飯
田
に
関
心
を
持

ち
、
う
れ
し
い
こ
と
に
年
に
何
度
と
な

く
飯
田
を
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
南
信
州
の
フ
ル
ー
ツ
狩
り
や
観

光
、
夜
は
地
元
の
料
理
に
舌
鼓
。
一
つ

の
き
っ
か
け
が
こ
こ
ま
で
く
る
と
は
想

像
し
て
い
な
か
っ
た
。

大
き
く
広
く
考
え
ず
、
た
と
え
ば
隣

の
公
民
館
同
士
で
も
交
流
を
持
て
ば
、

仲
間
は
増
え
、
互
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
来
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業

に
向
け
、
地
域
間
の
交
流
を
今
か
ら
も

っ
と
深
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
る
日
々
で
あ
る
。

まえざわ こずえ

前澤 梢 さん
（松尾小６年）

私の将来の夢は看護師です。
私は小さかったころ、たくさんのけがや
病気にかかりました。そんな時、看護師の
人が必ず寄りそって、笑顔で声をかけてく
れたり、お手伝いをしてくれたりと、優し
く対応してくれました。そんな姿を見てい
くうちに、看護師になりたいと思うようになりました。
私が看護師になった時、患者さんの顔が笑顔になるように、
優しく丁ねいな対応をし、周りのことにすぐ気が付くような看
護師を目指したいです。

しみず ただふみ
市立病院　乳腺内分泌外科

清水忠史  医師

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

２０２７年のリニア中央新幹線開通を
機に、飯田が魅力ある地域へと成長す
るためには、既存中心市街地の活性化
が不可欠です。私たちはリニア開通を見
据え、長期的視点に立って、新たな飯田
ブランドの形成を目指しています。
その中で、飯田特有の空間である裏

界線に着目し、昨年度は裏界線でのギャ
ラリー展示、今年度は地元イベントと連
携して、裏界線沿いの商業利用の可能
性を探る「裏界線小路」を実施しました。
裏界線や周辺の駐車場、空き家を利用
し、自作のワゴンやフードトラックを用い
た特産品の販売などが「裏界線小路」の
試みです。一時的でも、目に見える変化
を起こし、まちの将来像を地元の方々と
共有することが目的です。
次年度以降も活動を継続し、一時的

変化だけではなく、空き家や蔵の改修・
利用などの恒久的な変化へも繋げてい
こうと考えています。飯田の方々と連携
した実践的活動は、私たちにとって貴重
な都市デザインの学習の場です。

多くの人でにぎわった「裏界線小路」

リニア開通を見据えた
飯田ブランドの形成

青木 凪
明治大学大学院理工学研究科１年

（神奈川県横浜市出身）
あおき なぎ
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